
  第１４回峰山町・大宮町・網野町・丹後町 

       ・弥栄町・久美浜町合併協議会（議事概要） 

日 時 平成 15 年 7 月 31 日（木）PM1：30～PM1：50 
場 所 アグリセンター大宮 
出席者 47 人（3 人欠席） 
傍聴者 5 人 
議  題 
（1）新市建設計画について 
（2）その他 
（3）会議録について 
（4）合併協定調印式について 
議事経緯 
◆開会 
◆会長あいさつ 
◆会議成立確認 
◆協議事項 
 
（1）新市建設計画について・・・・・・・・・・・・確認 
 
会 長 
 「市町村建設計画」は、市町村の合併の特例に関する法律に基づく計画であり、これを

基に、様々な財政措置が設けられている。このため、当協議会ではこれを専門的に協議す

る小委員会を設置し、協議を重ねてきたところであり、節目節目には協議会で全委員の確

認を頂き進めてきた。 
 まず、昨年 4 月の第 1 回協議会で、建設計画を作成するための「住民意識調査」の実施

について説明をさせていただき、6 月の第 2 回協議会で、「新市建設計画の策定方針」につ

いて確認を頂き、さらに 7 月の第 3 回協議会では、「意識調査の最終結果の報告」をさせ

ていただき、併せて、「財政計画策定の考え方について」、協議をしていただいた。 
 9 月の第 4 回協議会では、これらを取りまとめ、「新市建設計画中間案」という形で示し、

「ひと、みず、みどり 歴史と文化が織りなす交流のまち」というキャッチフレーズも決

めていただき、確認をいただいた。 
 この中間案をもって、各町が住民説明会を開催し、住民の方々に概要の説明をさせてい

ただいた上で、対等合併等の基本項目の確認をいただいた。その後、新市建設計画策定小

委員会において、この中間案をもとに、具体的な事業や施策の検討を行い、また新市以外

の、総務･企画･議会、住民･福祉･教育、建設･産業の３小委員会の意見を頂き、それぞれの

小委員会での協議項目の確認内容も十分踏まえ、計画に反映してきた。 
 さらに、去る本年 6 月～7 月には、建設計画の最終案をもとに各町で住民説明会を開催

し、住民の方々の意見をいただき、その上で第 21 回新市建設計画策定小委員会で、最終



的に確認をいただいた。 
 「新市建設計画」は、合併して誕生する新市を建設していくための基本方針及びこれを

実現するための主要事業、財政計画を中心に構成しており、６町の速やかな一体化を促進

するとともに、住民福祉の向上と新市全体の均衡ある発展を図ろうとする目的で作成した。 
 従って、新市の将来像、基本理念についても、十分に議論いただくとともに、合併に対

して不安と思われる項目についても、十分配慮した。とりわけ、「合併により行政区域が広

くなり、行き届いた行政サービスが受けられなくなるのではないか」、あるいは、「住民の

方々の意向が行政に反映され難くなるのではないか」、「地域の実情に応じた施策がなくな

るのではないか」といった懸念を払拭するため、６町毎に「地域振興協議会」という、市

長への提言機関となる組織を設置するほか、地域振興基金を設け、地域振興に係る財源を

用意するとともに、現在の役場についても、全て支所として残し、住民サービスを低下さ

せないよう考慮した。 
 一方、大変厳しい財政状況の中で、今後ますます複雑化、多様化する行政ニーズに的確

に対応していくため、より効率的、また総合的な施策の実施が求められており、この点も

十分検討していただいた。 
 
主な意見  特になし 
 
（2）その他 
 
会 長 
 合併協定項目全てが確認されたので、改めて協議会として６町が合併することの是非の

最終確認をいただきたい。それでは、当合併協議会として６町合併を進めていくことにつ

いて、異議がないと判断される方の起立をお願いする。全員の方に起立をいただいたので、

当合併協議会として６町の合併を是とする確認をしていただいた。 
 
（3）会議録について・・・・・第１３回、第１４回協議会の会議録については、委員か 
              らの修正意見を事務局で修正後、公開することで確認 
 
（4）合併協定調印式について 
 
日 程 
     （日 時） 平成 15 年 8 月 11 日（月）午前 10 時 00 分から 
     （場 所） 網野町 アミティ丹後 

 
文責 峰山町・大宮町・網野町・丹後町・弥栄町・久美浜町合併協議会事務局 

（速報のため、事後修正の可能性あり） 
 
 


